
 今年度購入図書について 
 今年度の各保育園の購入図書のお手伝いをさせていただきました。各園の蔵書構成が完全に把
握できていない状態での選書でしたので、ぜひご意見をいただきたいと思います。お使いいただ
きまして気になることがありましたら、遠慮なくセンターへご連絡ください。 
 なお今年度は納入図書にブックコートをかけています。日焼け防止、破損・汚損防止の効果が
あります。本の持ちが格段に良くなると思います。 

高森町子ども読書支援センター 令和2年7月27日号 

 保育園の先生方へ 
 ４月から稼働した「高森町子ども読書支援センター」です。先生方が少しでも図書館を利用し
やすい環境づくりをすすめ、子どもたちへの本を通じたアプローチを試みていこうと活動してい
ます。その一環として「ほんとも通信」というセンターだよりを発行します。センターがどのよ
うなことをお手伝いしたらよいのか？どんなことが実現できるのか？各園に合わせた支援を考え、
情報提供していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 保育園訪問、ありがとうございました。 
 センターで各保育園に訪問させていただき、選書への要望、研修、本や読書に関する活動への
ご希望をうかがってまいりました。移動図書館車「きんもくせい号」の巡回にあわせた学級文庫
の設置、職員研修、司書による読み聞かせ、簡易書架の制作、書籍の補修等、お手伝いをさせて
いただくことになりました。コロナウィルスによる活動の制限がある中で、思うようにいかない
部分もありますが、継続的な活動の中で子どもたちの読書支援を通じて、高森町が目指す子ども
の姿を実現してまいりたいと思います。 

 高森町立図書館の便利な機能①「レファレンス」 
 保育の中で出てくるさまざまな疑問、例えば子どもたちから聞かれる「せんせい！これな
に？」昆虫、花、葉っぱ、、、、、、「せんせい、どうして？」雲に乗ることができる？雨はど
うして降るの？消防車はどうして赤いの？ 
 もしもそんなときに正確な答えを持ち合わせてなかったら、ぜひ高森町立図書館の「レファレ
ンスサービス」をご利用ください。「レファレンス」というのは調査のことで、図書館に蓄積さ
れた資料、データベースなどを使い、さらには全国の図書館や関係研究機関の知恵を借りて調査
をするのは、公共図書館の大きな役割の一つです。 
 内線（５３３０）でお気軽に！  

 高森町立図書館の便利な機能①「大型絵本の貸出」 
 実は高森町立図書館の大型絵本の所蔵数はかなり多く、６０ 
冊を超えます。(ほかに、英語版大型絵本もあります。） 
 大型絵本は、体の小さな子供たちにとって目の前がすべて 
絵本のページになる視覚的な効果や、ダイナミックなページ 
めくりによるドラマチックな演出といった様々な効果があり 
ます。何より大人数での読み聞かせに遠目が効き見やすいです。 
 裏面に所蔵リストを掲載しますので、ぜひご利用ください。 
こちらも内線一本でどうぞ！きんもくせいでのお届けも可能 
です。 
 



  高森町立図書館・大型絵本リスト(このほかに大型英語絵本もあります） 

 「リーディングトラッカー」「リーディングルーペ」  
                     のご紹介 
 学校図書館のカウンターで、読書補助具の「リーディングトラッカー」 
と「リーディングルーペ」の提供を始めました。これは2019年6月施行の 
視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法） 
を踏まえた取り組みです。 
 「リーディングトラッカー」とは、隣の行を見えないように覆い隠し、 
読みたい行だけを読みやすい色のシートで見えるようにした読書補助具 
です。色は8色あり、統計上は黄色が読みやすいと言われていますが、 
中には赤や紫が読みやすいお子さんもいます。 
 「リーディングルーペ」は、読みたい行の文字だけを約2倍に拡大して 
くれるものです。こちらは緑と黄緑の2色、長さが2種類あります。 
 ディスレクシアをご存じですか？このディスレクシアとは、知的に 
問題はないにもかかわらず、読み書きに著しく困難を伴うもので、視覚・ 
聴覚の器官の異常が無く、十分な教育機会があっても症状がみられる場合 
を指します。日本でも人口の５－８％程度いると考えられているようです。 
 この二つの読書補助具の利用が、ディスレクシアの症状を発見する 
こともあります。ご興味があるようでしたら見本をお届けしますので、 
お知らせください。 
 
 


